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②　途中の式や考え方など
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途中の式や考え方など

答え　　6 　時間　20　分

⑴ 10       cm2 ⑵ ① ２：　３　：  ４　

⑴ 時速　　　　　3　　　　　km ⑵ 時速　　　　15　　　　km

⑷ ① km ② 16　km ⑸ 6  　km
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③　　　　36　　　　cm2
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完全解答

受　験　番　号 氏　　　　名 得　　　点

模 範 解 答 100

【解答例】
 A L ： L B ＝１ ： １だから
三角形 A L F の面積は、三角形 A B F の面積の  1

2  倍となり
⑴より
10 ×  1

2  ＝ ５（cm2）
となる。
また、三角形 A P F と三角形 M P L に
着目すると ⑵ ①より
 F P ： P L ＝ A F ： L M ＝ ２ ： ３
だから、三角形 A P F の面積は
三角形 A L F の面積の  2

5  倍と
なるので
５ ×  2

5  ＝ ２（cm2）
となる。
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36

【解答例】
船 Q は、B 地点を出発して 1

22   時間で A 地点に着き、
A 地点で 1

2   時間休んだ。その後、 A 地点を出発して
途中で故障をしなければ
30 ÷（15＋３）＝ 2

31   （時間）
で B 地点に着く予定だったが、 2

31  時間おくれて
 B 地点に着いた。したがって、求める時間は

1
22  ＋ 1

2  ＋ 2
31  ＋ 2

31  ＝ 1
36   （時間）

となる。

⑴〜⑸
各4点×5
⑹，⑺
各5点×2

⑴4点
⑵，⑶各3点×2

⑴3点
⑵①3点
　②4+2点
　③3点

⑴⑵各3点
⑶5+2点
⑷⑸
各4点×3

完全解答

⑴〜⑹
各2点×10



〔記述式解答の採点について〕
第１回
3 　⑵ ②

【模範解答例】

〔記述式解答の採点について〕
第１回
４ 　⑶

【模範解答例】

【採点のポイント】
　採点基準は以下の通りです。

　・船Ｑが故障しなかった場合の「Ａ地点からＢ地点まで移動するのにかかる時間」
を求める式が書いてあれば、３点加点しました。

　・すべての時間を足していれば、２点加点しました。
　・最後に、答えが出ていれば、答え点としてさらに２点加点し、満点答案は合計７

点となります。

【採点のポイント】
　面積の求め方はいろいろ考えられますが、例えば上の解答のように「三角形ＡＢＦ
→三角形ＡＬＦ→三角形ＡＰＦ」と辿った場合の採点基準は以下の通りです。

・三角形ＡＬＦの面積を求める式が書いてあれば、２点加点しました。

・ＬＰ：ＰＦの比を正しく求めていれば、１点加点しました。

・三角形ＡＰＦの面積を求める式が書いてあれば、１点加点しました。

・最後に、答えが出ていれば、答え点としてさらに２点加点し、満点答案は
合計６点となります。

船Ｑは、Ｂ地点を出発して 2 1―2  時間でＡ地点に着き、

Ａ地点で 1―2  時間休んだ。その後、Ａ地点を出発して

途中で故障をしなければ

　　　　　　30 ÷（15＋３）= 1 2―3 （時間）

でＢ地点に着く予定だったが、 1 2―3  時間おくれてＢ地点に着いた。

したがって、求める時間は

　　　　　　 2 1―2 ＋ 1―2 ＋ 1 2―3 ＋ 1 2―3 = 6 1―3 （時間）

となる。

ＡＬ：ＬＢ＝１：１ だから

三角形ＡＬＦの面積は、三角形ＡＢＦの面積の 1―2 倍となり、

⑴ より

　　　　　　10× 1―2 = ５（㎠）

となる。

また、三角形ＡＰＦと三角形ＭＰＬに着目すると

⑵ ① より

　　　　　　ＦＰ：ＰＬ＝ＡＦ：ＬＭ＝２：３

だから、三角形ＡＰＦの面積は三角形ＡＬＦの面積の 2―5 倍となるので、

　　　　　　5× 2―5 = ２（㎠）

となる。


